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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

心理学 ２ １ 前期 

担当教員 

荒川 ゆかり 

藤井 香里 

小林 成人 

実務経験 

臨床心理士として臨床現場に従事 

教育機関において心理学を担当 

作業療法士として精神障害分野に従事 

内 容 

心理学が一体どのような学問体系をもっているのか、その歴史と方法を理解し、次いで心理

学の基本的な研究領域やテーマについて学習する。実際の授業では、予定表のように項目を

固定的に網羅してすすめるのではなく、日常の社会的事象から問題を取り上げたり、受講生の

興味や関心、あるいは疑問に応えながらテーマや進度の時間配分を柔軟に工夫したい。また、

将来の職業生活において役立つような心理学的知見を学習するようにしたい。 

到達目標 

① 歴史について説明できる。 

② 防衛機制と転移について説明できる。 

③ 学習，記憶，行動について説明できる。 

④ 児童・青年期心理について説明できる。 

⑤ 成人・高齢者心理について説明できる。 

⑥ 患者・障害者心理について説明できる。 

⑦ 臨床心理検査法について説明できる。 

⑧ 心理療法およびカウンセリングについて説明できる。 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

心理学とは・心理学の歴史・知覚について 

記憶・学習について 

発達心理学 発達とは・発達段階と発達課題について 

乳児期・幼児期について 

児童期・青年期について 

成人期・老年期について 

防衛機制 

心理検査 

特殊心理療法 

性格分類について 

障害の受容過程 

記憶と学習 

転移感情 

心理発達段階 

ライフサイクル 

まとめ 

教 科 書 

参 考 書 
教科書：系統看護学講座 基礎分野 心理学 医学書院 

授業方法 講義 

使用機材 配布資料のほかビデオ視聴をする 

成績評価 出席状況のほか、レポート・試験等の評点により行う 

留 意 点 

心理学は人間を理解し支援する様々なルートの 1 つである。人はそれぞれ自分の内面を観

察したり、自分と対話をして自分を理解しようとする。また、他者の行動を観察・推論して、直感

的・経験的に多様な他者を理解している。しかし、本当の意味で人間を理解するには、直感的・

外見的な印象だけに頼っているとすればその理解は不十分である。心理学の各分野・領域から

自他の人間理解と支援のルートを探索し、その学習効果を将来の医療・福祉の現場で役立てて

もらいたい。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

倫理学 ２ １ 前期 

担当教員 
川島 典子 

石倉 健一 
実務経験 

産経新聞大阪本社 社会部記者等 

作業療法士養成校における倫理審査委員を歴任 

内 容 

本講義は、医療・保健・福祉の現場において専門職として従事するにあたり必要な職業倫理

および人間の人権や尊厳全般について学ぶことを講義の目的としています。ノーマリゼーション

やユニバーサルデザインなどの人権に関する基本的理論を学んだ上で、貧困問題・児童・障が

い者・高齢者・女性・外国人などの具体的な人権問題にふれ、さらに、現場での利用者援助の

基本的原則と倫理についても講義していきます。ロールプレイやグループワーク、グループディ

スカッションも行う参加型の講義です。理学療法士・作業療法士は、主に、脳梗塞や脳内出血、

交通事故などにより身体が麻痺し、高次脳機能障害などに陥った利用者さんなどを、専門的技

能と知識に基づき支援します。その人や家族に寄り添い、利用者さんの今までの人生や人間と

しての人権と尊厳を尊重した上で、より良い生活の質を保持し、生きがいを持って生きることがで

きる支援の根幹となる倫理について共に学んでいきましょう。 

到達目標 

① 生命や人の尊厳を守ることができる。 

② 生命倫理、医療倫理、臨床倫理等の関連領域の理論の動向が理解できる。 

③ 医療・作業療法における倫理に関する規範・原則や指針について説明できる。 

④ 医療の進歩に伴う倫理的課題の動向について説明できる。 

⑤ 医療や作業療法の現場における倫理的課題と解決方法について説明できる。 

⑥ 多職種間での情報共有時の配慮について説明できる。 

⑦ 情報の開示に関する法的根拠と注意点を説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

講義概要の説明・講師自己紹介（介護予防の研究紹介など）、ロールプレイ（利用者が安心できる目線） 

人権とは何か-倫理学の概要・人権の概念と歴史・人権意識と職業倫理などー（グループワーク）  

人間の尊厳とは何か―尊厳の定義と発想・日本国憲法や世界人権宣言における人権と尊厳など― 

医療現場や社会福祉の現場における人権―利用者の尊厳と信頼・家族の心理など－（グループワーク） 

人権に関する新しい理論（ノーマリゼーション、ソーシャル・インクルージョン、ユニバーサルデザイン） 

現代社会における人権 １ [貧困と人権]  北九州おにぎり餓死事件・貧困と健康との関連など 

現代社会における人権 ２ [児童と人権]  児童虐待・いじめ・不登校・青少年の自死など 

現代社会における人権 ３ [障がいと人権] ICF による障がいの定義・障がいを持つ人たちと共に 

現代社会における人権 ４ [高齢者と人権] 高齢社会の現状・高齢者虐待・高次脳機能障害の支援 

現代社会における人権 ５ [女性と人権] ジェンダーの概念・貧困化する高齢女性・女性支援施策 

専門職としての職業倫理、研究倫理について 

援助の基本と倫理 （1）自己覚知（自分の価値観・倫理観、自己の人格および形成史を書く） 

援助の基本と倫理 （2）受容の原則（言語的コミュニケーション・非言語的コミュニケーション）ロールプレイ 

援助の基本と倫理 （3）個別化の原則（4）自己決定の原則（5）秘密保持の原則 （グループワーク） 

まとめ （死生観と宗教的倫理、医学倫理、利用者やその家族の生や死と向き合う支援のための倫理） 

教 科 書 

参 考 書 
木原活信（2014）『社会福祉と人権』ミネルヴァ書房 

授業方法 講義 

使用機材 人権学習に関する DVD など 

成績評価 出席および学期末試験と小レポート 

留 意 点 
教科書とノートを持ってきて下さい。私語・居眠りは厳禁です。真剣に臨み、共に考える講義

にしましょう。 



                                                                

3 

 

科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

教育人間学 ２ １ 前期 

担当教員 片山 優子 石倉 健一 実務経験 作業療法士養成校の教員として業務に従事 

内 容 

教育の基本についての学習を通して、論理的思考の過程や多角的な視点で物事を捉える考

え方を学ぶ。 

また、医療従事者として、生涯にわたって学ぶ姿勢の必要性や対人技法について実践を通し 

て学習する。 

到達目標 

論理的な思考過程についてまとめることができる。 

必要な課題を自ら発見できる。 

自分に必要な課題を、重要性・必要性に照らして順位付けできる。 

生涯にわたる自己研鑽の必要性を説明でき、自ら学ぶ姿勢を獲得できる。 

対人技法の基礎を理解し、実践できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

教育とは何か ―教育と学習― 

対人技法の基本①(挨拶と自己紹介) 

対人技法の基本②(医療人としての服装と態度・表情) 

対人技法の基本③(礼節とマナーについて)  

対人技法の基本④(教育管理について)     

自己のキャリアプランについて 

自己のキャリアプランについて 

小論文の作成方法について① 

小論文の作成方法について② 

小論文の作成方法について③ 

教育小論文の作成と評価① 

教育小論文の作成と評価② 

教育小論文の作成と評価③ 

教育小論文の作成と評価④ 

教育小論文の作成と評価⑤ 

石倉 健一 

石倉 健一 

石倉 健一 

石倉 健一 

石倉 健一 

石倉 健一 

石倉 健一 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

教 科 書 

参 考 書 
配布資料にて行う 

授業方法 講義、演習 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験、レポート課題など 

留 意 点 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

物理学 ２ １ 後期 

担当教員 水野 薫 実務経験 
大学教員として大学，専門学校における教育経験

あり 

内 容 

作業療法士にとって必要な物理学（力学）の基礎的概念（速度，加速度，力，運動量，エネルギ

ー等）や計算力を身につける事を目的とします。力学的な現象は日常生活において毎日のよう

に体験していますが，速度や加速度といった直感的・体感的に理解できる概念が難しそうな定

義や数式で表されているため，難解な学問としてのイメージを持たれています。そこで，日常生

活で体験する物理学的な事例を取り上げ，数式にとらわれず具体的なイメージをもてる様に講

義します。 

到達目標 

国家試験に出題される物理学（力学）の問題の正解を導き出せる事を到達目的とします。そのた

めには，移動距離，速度，加速度，質量，力，運度量の定義と概念の理解，さらにこれらを計算

で求めることが要求されます。以上に加えて，運動量保存の法則と仕事，仕事率，運動エネルギ

ー，位置エネルギー，力学的エネルギー保存の法則の理解も必要です。 

授業計画 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

 

講義内容と成績評価のガイダンス，単位の変換 

グラフによる運動の表現 

速度は位置の変化の割合 

平均速度と瞬間速度  

加速度は速度の変化の割合 

等加速度運動をする物体の速度と位置の求め方 

自由落下は等加速度運動 

微分・積分の考え方を用いた速度・加速度・移動距離の関係 

力と加速度 

運動の三法則 

運動量と運動量の保存則 

エネルギーは蓄えられている仕事量 

力学的エネルギーの保存則 

モーメントと釣り合い，テコ 

国家試験に出題された問題の解説 

  

教 科 書 

参 考 書 

看護･医療技術者のためのたのしい物理 

中野正博著 日本理工出版会  

授業方法 

講義内容の骨子を書いたプリントを前もって配布します。講義中は説明を聞き，内容の理解に

努めて下さい。なお，授業は講義主体ですが，理解度を高めるために問題演習を随時行いま

す。 

使用機材 パソコン，液晶プロジェクター 

成績評価 

定期試験において１００点満点で評価します。合格最低点は６０点です．欠席や遅刻（３０分ま

で，それ以降は欠席）・早退による減点は行いませんが，定期試験の受験資格として，１０回以

上の出席を必要とします（早退・遅刻は 0.5 回の欠席として扱います）。 

留 意 点 

 

高校での物理学の履修および微分と積分の知識を前提としません。 

質問時間の予約用メイルアドレス 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

統計学 ２ １ 後期 

担当教員 小林 裕太 実務経験 大学教員として大学、専門学校での教育経験あり 

内 容 

健康や疾病にかかわる多くの現象は、数値化することによって客観的に理解することができ、そ

の影響を科学的に推定することが可能となる。本講では、理学療法士、作業療法士を目指す皆

さんを対象に、評価や研究の基礎となる統計学を学ぶ。 

１）統計の考え方について必要な事項を説明できる。２）統計処理の方法について重要な事項を

説明できる。３）健康や治療にかかわるデータを統計処理する場合に適用すべき統計の方法を

判断できる。４）平均、分散、関連など基礎的な統計処理をおこなうことができることを目標とす

る。 

到達目標 

① ２群間の平均値の差を検定できる（群間の対応のあり、なしを含む）。 

② パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の違いを説明できる。 

③ カイ２乗検定法を実施できる。 

④ 一元配置分散分析を利用できる。 

⑤ ２変量の散布図を描き、回帰と相関の違いを説明できる。 

⑥ 線形重回帰分析、多重ロジスティック回帰分析と交絡調整を概説できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

統計学を学ぶにあたって、統計資料の整理 

度数分布と平均値 

確率と事象、確率分布 

正規分布 

標本分布 

回帰と相関 

重回帰と重相関 

点推定と区間推定 

検定の考え方 

検定の方法 

分散分析 

ノンパラメトリック検定 

検定の進め方 

母集団と標本 

研究の進め方 

教 科 書 

参 考 書 
やさしい医療系の統計学（医歯薬出版） 

授業方法 講義 

使用機材  

成績評価 講義の際の小テスト（40％）とレポート（10％）、最終試験（50％）で評価する。 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

情報処理実習 １ １ 前期 

担当教員 石川 謙二 実務経験 
病院、会社等でのシステム作成、運営、管理の実

務経験あり。 

内 容 
Word  基 本 的 な文 書の作成 ・ 図 ・ オ ー ト シ ェ ー プ を使 っ た 作 図 ・ 表 の 作 成                                            

Excel 表計算の基本 

到達目標 パソコン操作とWord による文章の作成 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

PC の取扱いについて 

簡単な文章を作成してみる。文章の装飾・保存・読出し 

文書に図を挿入する 1 

オートシェイプを使って作図 

表の挿入 1 

表の挿入 2 

インデントを使って文章を作成 1 

インデントを使って文章を作成 2 

Excel の簡単な使い方 

Excel 簡単な関数を使う 1 

Excel 簡単な関数を使う 2 

Excel と Word をリンクして使う 1 

Excel と Word をリンクして使う 2 

実際にレポートを作成してみる 1 

実際にレポートを作成してみる 2 

教 科 書 

参 考 書 
教科書：30 時間でマスター Word＆Excel 2019（実教出版） 

授業方法 講義、演習 

使用機材 パソコン 

成績評価 指定時間内に、指定したWord 文章の作成 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

英語Ⅰ(Reading,Writing) ２ １ 前期 

担当教員 林 満 実務経験 英語教諭として、高等学校にて講師経験あり 

内 容 
将来従事する作業療法士としての一般教養および医療福祉関係の内容を英文で読み、主とし

て Reading と Writing の向上をめざす。 

到達目標 
臨床現場で触れることのある英文に慣れる。 

医療関連の文章の Reading と Writing ができるようになる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

Unit 1.  Slowing Down in a Fast-food World 

 

Unit 2.  Laugh Your Troubles Away 

 

Unit 3.  Is It Possible To Be Too Clean ？ 

 

Unit 4.  Sleep : How Much Is Too Much ？ 

 

Unit 5.  Save Your Life and Others 

 

Unit 6.  Alcohol on the Brain 

 

Unit 7.  The Dangers of Cannibis 

 

復習 

教 科 書 

参 考 書 
Quality of Life Making Smart, Healthy Choices 

授業方法 講義及び演習 

使用機材 英和辞書を必ず持参する。 

成績評価 定期試験を重視するが、平常の授業活動も考慮する。 

留 意 点 授業は予習を前提に行います。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

英語Ⅱ(Listening) ２ １ 後期 

担当教員 林 満 実務経験 英語教諭として、高等学校にて講師経験あり 

内 容 
将来従事する作業療法士としての一般教養および医療福祉関係の内容を英文で読み、主と

して Reading と Listening の向上をめざす。 

到達目標 
臨床現場で触れることのある英文に慣れる。 

医療関連の文章の Reading と Listening ができるようになる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

Unit 8.  Beauty Is Traly in the Eye of the Beholder 

 

Unit 9.  Blood Types and Character : Science or Myth ？ 

 

Unit 10. Depression and Suicide : A Preventable Tragedy 

 

Unit 11. Think Possitive 

 

Unit 12. Relief from Pain  

 

Unit 13. Forever Young ？ 

 

Unit 14. Do you Have to Remember Everything ？ 

 

Unit 15. Preventive Pandemics 

教 科 書 

参 考 書 
Quality of Life Making Smart, Healthy Choices 

授業方法 講義及び演習 

使用機材 英和辞書を必ず持参する。 

成績評価 定期試験を重視するが、平常の授業活動も考慮する。 

留 意 点 授業は予習を前提に行います。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

保健体育 1 １ 前期 

担当教員 三井 律子 実務経験 公民館等、各種施設で体操講師経験あり 

内 容 
自分自身の健康の保持、増進、体力の向上をはかるとともに、運動の意味や効果の理解、運動

することへの自覚を促進させる。 

到達目標 

・自身の体力を知る。 

・みんなで楽しみあいながら行うことを経験する。 

・体力に応じたスポーツの方法を理解する。 

・コミュニケーションスキルの向上を目指す。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

体力チェック① 

体力チェック② 

ニュースポーツの実際① 

ニュースポーツの実際② 

ニュースポーツの実際③ 

心身の健康とチームワークビルディングについて① 

心身の健康とチームワークビルディングについて② 

健康と体力について① 

健康と体力について② 

ニュースポーツの実際④ 

ニュースポーツの実際⑤ 

ニュースポーツの実際⑥ 

体力チェック③ 

体力チェック④ 

前期まとめ（ふり返り） 

教 科 書 

参 考 書 
教科書：無し 

授業方法 実技 

使用機材  

成績評価 出席状況、受講態度等を考慮して総合的に評価する。 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

基礎分野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

レクリエーション実習 １ １ 後期 

担当教員 三井 律子 実務経験 公民館等、各種施設で体操講師経験あり 

内 容 

身体運動の方法を学習し、健康の保持、体力の向上を図る。 

また、障害者スポーツについて学習・経験を行い、障害者スポーツを実施する上での注意点を

学ぶ。 

到達目標 

① レクリエーションの基礎を理解し、説明できる。 

② 各レクリエーション実施上の注意点を説明できる。 

③ 障害に合わせたレクリエーションの適法方法について説明・模擬実施ができる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

フィールドスポーツの実際① 

フィールドスポーツの実際② 

フィールドスポーツの実際③ 

コートスポーツの実際① 

コートスポーツの実際② 

コートスポーツの実際③ 

対人スポーツの実際① 

対人スポーツの実際② 

対人スポーツの実際③ 

障害者スポーツの実際① 

障害者スポーツの実際② 

障害者スポーツの実際③ 

健康と体力について① 

健康と体力について② 

後期まとめ 

教 科 書 

参 考 書 
教科書：無し 

授業方法 実技 

使用機材 各スポーツに必要な用具 

成績評価 出席状況、受講態度等を考慮して総合的に評価する。 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能    

及び心身の発達 
解剖学Ⅰ（骨格系・筋他） ２ １ 前期      

担当教員 井上 貴央 実務経験 鳥取大学医学部などにて講義経験あり 

内 容 

リハビリテーション医学を学ぶためには、人体の構造に関する解剖学の知識は必須である。解

剖学は基礎医学科目の１つで、身体の構造を学ぶ学問であり、身体の機能（生理学）とも密接な

関係にある。 

 本講義では、マクロ解剖学を中心にして、組織学、発生学、体表解剖学の知識も織り交ぜなが

ら、リハビリテーション医学に必要な事項を教授する。 

到達目標 

細胞・組織の基本的な構造と機能について説明できる。 

筋・骨格系（運動器）の構造と機能について説明できる。 

人体の発生の概要を説明できる。 

体表解剖学について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

人体解剖学総論 

細胞・組織学 

骨格系：総論 

骨格系：脊柱、椎骨、胸郭 

骨格系：上肢帯及び上腕 

骨格系：前腕、手、下肢帯 

骨格系：大腿、下腿 

骨格系：足、頭蓋骨（1） 

骨格系：頭蓋骨（2） 

筋系：筋学総論、上肢の筋 

筋系：下肢帯 

筋系：下腿及び足 

筋系：頭頸部、体幹、横隔膜 

体表解剖学 

骨格系・筋系のまとめ 

教 科 書 

参 考 書 
カラー人体解剖学（西村書店） 

授業方法 講義 

使用機材 ビデオプロジェクター、書画カメラ 

成績評価 定期試験などによる。 

留 意 点 教科書の精読、配布プリントの再確認を怠らないように。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能    

及び心身の発達 
解剖学Ⅱ（消化器・循環器・感覚器系等） ２ １ 後期 

担当教員 井上 貴央 実務経験 鳥取大学医学部などにて講義経験あり 

内 容 

リハビリテーション医学を学ぶためには、人体の構造に関する解剖学の知識は必須である。

解剖学は基礎医学科目の１つで、身体の構造を学ぶ学問であり、身体の機能（生理学）とも密

接な関係にある。 

 本講義では、マクロ解剖学を中心にして、組織学、発生学、体表解剖学の知識も織り交ぜなが

ら、リハビリテーション医学に必要な事項を教授する。 

到達目標 

内臓諸器官系の構造と機能について説明できる。 

人体の発生の概要を説明できる。 

体表解剖学について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

消化器系：総論、口腔、食道 

消化器系：胃、腸 

消化器系：肝・膵臓、間膜、動・静脈、門脈 

心臓血管系：心臓 

心臓血管系：脈管学総論、肺循環 

心臓血管系：体循環 

心臓血管系：胎児循環、リンパ系 

呼吸器系：鼻腔、咽頭 

呼吸器系：喉頭、気管、肺 

泌尿器系：腎臓 

生殖器系：男性・女性生殖器、発生学 

感覚器系：視覚器 

感覚器系：聴覚器 

内分泌系、外皮系 

内臓系のまとめ 

教 科 書 

参 考 書 
カラー人体解剖学（西村書店） 

授業方法 講義 

使用機材 ビデオプロジェクター、書画カメラ 

成績評価 定期試験などによる。 

留 意 点 教科書の精読、配布プリントの再確認を怠らないように。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
解剖学Ⅲ（脳・神経系等） ２ １ 前期 

担当教員 青木 秀暢 実務経験 
松江市立病院の脳神経外科他にて、医師として  

臨床経験あり 

内 容 

脳神経系は運動や感覚、知・情・意などを司る極めて重要な役割を持ち、いわば身体の司令

塔である。収集された情報は中枢神経系で処理され、その伝達は末梢神経が担っている。神経

系の疾患や障害は人間が生活していく上で計り知れない影響を及ぼす。 

 脳解剖学は脳・脊髄などの中枢神経系と脊髄神経・脳神経・自律神経などの末梢神経系の構

造、形態を、脳生理学はそれらの機能を学ぶものであり、構造と機能は密接不可分の関係にあ

る。出来るだけ臨床に役立つ脳神経解剖学、脳神経生理学を学んでいただきたい。 

もし、脳の実物の病理解剖標本を病院で借りる機会があれば、昨年と同様にみんなと一緒に見

てみたい。 

 一方、脳神経外科学は主にメスを用いて生かし、脳神経系を治療するもので、その画像診断

や治療法の面でも最近は著しい進歩が見られ、常に新しい知識を吸収する必要がある。われわ

れが実際に経験した症例のスライドや手術ビデオなどを活用して視聴覚教育にも力を入れ、

PT・OT として、臨床に十分役立てるようにしたい。 

到達目標 

神経系の発生について説明できる。 

中枢神経系の構成について説明できる。 

末梢神経系の構造について説明できる。 

伝導路について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

 神経系総論（１） 区分、発生 

 神経系総論（２） 構成、髄膜と脳室系、脳の血管系 

 中枢神経系（１） A 脊髄 

 中枢神経系（２） B 下位脳幹（延髄、橋、中脳） 

 中枢神経系（３） C 上位脳幹（間脳（視床、視床下部））と脳幹網様体 

 中枢神経系（４） D 終脳（大脳皮質と髄質） 

 中枢神経系（５） E 大脳辺縁系と大脳基底核  

 中枢神経系（６） F 小脳 

 中枢神経系（７） G 伝導路（１）・・・下行性=運動系（錐体路と錐体外路） 

 中枢神経系（８） H 伝導路（２）・・・上行性＝体性感覚系（四肢･体幹と頭部･顔面） 

 中枢神経系（９） I  伝導路（３）・・・特殊感覚系（感覚器、視覚、聴覚、平衡覚、味覚、嗅覚） 

 末梢神経系（１） A  脊髄神経 （1）上肢 

 末梢神経系（２） A  脊髄神経 （2）下肢 

 末梢神経系（３） B  脳神経 

 末消神経系（４） C  自律神経 

教 科 書 

参 考 書 

PT・OT 基礎から学ぶ解剖学ノート  （医歯薬出版） 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「解剖学」（医学書院） 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「生理学」（医学書院） 

授業方法 白板使用、教科書（レジメ）中心、ショートテストを行う。 

使用機材 パソコン（USB で復習）、ＤＶＤ、CD 

成績評価 試験重視。ショートテストも加味する。 

留 意 点 新しいノート（A4）を準備するようにネ（2 穴のルーズリーフ綴り。レジメが多い） 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 

解剖学実習Ⅰ 

（骨格系・筋他） 
１ １ 前期 

担当教員 福代 大輔 実務経験 身体障害分野での実務経験 

内 容 

人体の構造と機能に関する解剖学を習得することが必要であり、細胞、組織、骨格系、筋系

について解剖学Ⅰで学んだ内容を踏まえながらグループ学習を行い、各自学習内容をレポート

にまとめる。 

学習を通して、細胞、組織、骨格系、筋系に関する知識を深める方法を身につける。 

到達目標 

細胞の機能について説明できる。 

組織の機能について説明できる。 

骨格系の機能について説明できる。 

筋系の機能について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

人体構造総論、細胞、組織、結合組織 

骨組織と骨格構造、骨の形態分類 

骨格系（脊柱、胸郭） 

骨格系（付属肢、上肢）① 

骨格系（付属肢、上肢）②、骨格系（付属肢、下肢）① 

骨格系（付属肢、下肢）② 

頭蓋骨 

筋総論 

筋系（上肢①） 

筋系（上肢②） 

筋系（下肢①） 

筋系（下肢②） 

筋系（体幹①） 

筋系（体幹②） 

筋系（顔面） 

教 科 書 

参 考 書 
カラー人体解剖学ー構造と機能：ミクロからマクロまでー  

授業方法 講義、グループ学習、レポート作成 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(100％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 

解剖学実習Ⅱ 

（消化器・循環器・感覚器系等） 
１ １ 後期 

担当教員 石倉 健一 実務経験 身体障害分野での実務経験 

内 容 

人体の構造と機能に関する解剖学を習得することが必要であり、内分泌系、心臓血管系、リン

パ系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生殖器系、ヒノの発生について解剖学Ⅱで学んだ内容

を踏まえながらグループ学習を行い、各自学習内容をレポートにまとめる。 

学習を通して、内分泌系、心臓血管系、リンパ系、呼吸器系、消化器系、泌尿器系、生殖器

系、ヒノの発生に関する知識を深める方法を身につける。 

到達目標 

内分泌系の機能について説明できる。 

心臓血管系の機能について説明できる。 

リンパ系の機能について説明できる。 

呼吸器系の機能について説明できる。 

消化器系の機能について説明できる。 

泌尿器系の機能について説明できる。 

生殖器系の機能について説明できる。 

ヒトの発生について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

オリエンテーション、消化器系（概観、胃、小腸、大腸） 

消化器系（肝臓、胆のう、膵臓） 

循環器系（脈管系、心臓） 

循環器系（動脈） 

循環器系（静脈、リンパ循環） 

呼吸器系（構造、上気道～咽頭） 

呼吸器系（下気道～肺胞） 

泌尿器系（腎臓） 

泌尿器系（膀胱） 

生殖器系（男性生殖器） 

生殖器系（女性生殖器） 

感覚器系（外皮、嗅覚器、味覚器） 

感覚器系（平衡感覚器、視覚器） 

内分泌器系（視床下部、下垂体、松果体、甲状腺） 

内分泌器系（上皮小体、副腎、膵島他） 

教 科 書 

参 考 書 
カラー人体解剖学ー構造と機能：ミクロからマクロまでー  

授業方法 講義、グループ学習、レポート作成 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
解剖学実習Ⅲ（脳・神経系等） １ １ 前期 

担当教員 小林 成人、石倉 健一 実務経験 病院・施設の臨床実務の経験あり 

内 容 

神経系について解剖学Ⅲの講義内容を踏まえて、グループ学習を行い、各自学習内容をレ

ポートへまとめる。 

学習を通して、神経系の構造、機能に関する知識を深める方法を身に着ける。 

到達目標 

神経系の発生について説明できる。 

中枢神経系の構成について説明できる。 

末梢神経系の構造について説明できる。 

伝導路について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

発生と区分 

髄膜と脳室系、脳の血管系 

脊髄 

下位脳幹（延髄、橋、中脳） 

上位脳幹（間脳）と脳幹網様体 

終脳（大脳皮質と髄質） 

大脳辺縁系と大脳基底核 

小脳 

伝導路①下行性（運動系） 

伝導路②上行性（体性感覚系） 

伝導路③特殊感覚系 

脊髄神経（上肢） 

脊髄神経（下肢） 

脳神経 

自律神経 

教 科 書 

参 考 書 
病気がみえる Vol.7 脳・神経、解剖学Ⅲの講義資料 

授業方法 講義、グループ学習、レポート作成 

使用機材 パソコン、プロジェクター、脳模型、脊髄模型、神経模型 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
生理学Ⅰ（神経・感覚・内分泌等） ２ １ 前期 

担当教員 伊藤 眞一 実務経験 島根大学医学部の生理学講座にて講師経験あり 

内 容 

はじめに、「生きている」ということの基礎にある細胞と内部環境について講義する。その上で、

神経、筋活動のもとになっている興奮という現象を説明する。ついで、反射、感覚、自律神経

系、内分泌、代謝と体温、筋収縮、骨を順次講義してゆく。最後に高次脳機能とその障害につ

いて解説する。患者のおかれた状態を理解する助けになるよう、また学生諸君が将来もっと深い

知識や新しい知識を必要とする時に自分で学んでゆけるだけの基礎学力を身につけられるよ

う、総論に重点をおいた見通しの良い講義を心がける。 

到達目標 

① 細胞の基本的な構造と機能について説明できる。 

② 生体の恒常性維持について説明できる。 

③ 静止電位、活動電位、シナプス電位について説明できる。 

④ 反射について説明できる。 

⑤ 感覚の受容機序と伝導路について説明できる。 

⑥ 自律神経系の中枢内局在、末梢分布、機能について概説できる。 

⑦ 内分泌器官とホルモンの種類・作用について説明できる。 

⑧ 代謝・体温について説明できる。 

⑨ 筋・骨の構造と機能について説明できる。 

⑩ 記憶、認知、情動について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

生理学とは 細胞の構造 ホメオスタシス 

細胞間情報伝達の一般論、静止電位・活動電位の成因 

シナプス伝達 

脊髄反射の経路、姿勢反射 

感覚 

感覚 

自律神経 

内分泌 

成長・生殖 

代謝生理学（代謝と運動） 

体温（体温と運動） 

筋収縮（骨格筋の構造と収縮） 

筋収縮（心筋と平滑筋：骨格筋との比較） 

骨の生理学 

脳（記憶と学習、情動） 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「生理学」/岡田隆夫他/医学書院 

授業方法 講義 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(100％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
生理学Ⅱ（循環・呼吸・消化等） ２ １ 後期 

担当教員 白石 義光 実務経験 鳥取大学医学部の生理学講座にて講師経験あり 

内 容 

血液と体液の章では、体内に存在する水分すなわち体液と、その一部である血液の機能に

ついて学ぶ。循環と呼吸の章では、体外から取り込まれた酸素や栄養素は血液に入り、循環系

によって血液を体中に運ばれ、細胞の生命活動を支える循環系の機能を学ぶ。消化と吸収の

章では、摂取された食物が、どのようにして消化され、吸収されるのか学ぶ。尿の生成と排泄の

章では、腎臓で尿をつくり、代謝によって生じた老廃物や有害物質を排泄するとともに、血液や

細胞外液の量、pH、浸透圧、電解質濃度などを調節して、体液の恒常性（ホメオスタシス）を保

っているメカニズムを学ぶ。加齢の生理学では、加齢に伴って現れる生理機能の変化を学び、

それにより老化を抑制する生活習慣の重要性を学ぶ。 

到達目標 

循環系の機能について説明できる。 

呼吸系の機能について説明できる。 

消化系の機能について説明できる。 

排尿系の機能について説明できる。 

加齢による生理学的変化について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

血液と体液。体液の区分と組成。血液の成分と血液量。 

赤血球とその機能。白血球とその機能。血小板とその機能。 

止血機能。血液型。 

循環。循環の概念。心臓の機能的解剖。心臓の電気的活動。心電図。 

心臓の血液拍出の仕組みとその調節。血管系の役割。 

動脈圧の調節。高血圧。 

呼吸。呼吸器の構成。呼息と吸息。肺容量。 

肺胞換気と肺胞内ガス組成。血液によるガス運搬。血液の pH緩衝作用。 

呼吸中枢。呼吸の化学的調節。低酸素症。 

消化と吸収。消化管の構造。栄養素の消化と吸収。 

消化管機能の調節因子。消化液分泌。 

消化管運動。胃の運動。大腸での消化と吸収。 

腎の構造と機能。糸球体における濾過。尿細管での再吸収と分泌。 

腎血流とその調節。腎における酸塩基平衡。体液の調節。尿の組成と排尿。 

加齢の生理学。老化による身体の基本的な変化。老化を変える因子。 

教 科 書 

参 考 書 

教科書：標準理学療法学・作業療法学「生理学」 / 岡田 隆夫 / 医学書院 

参考書：「生理学テキスト」大地陸男、文光堂 

      ：系統看護学講座「解剖生理学―人体の構造と機能〔1〕」医学書院 

授業方法 パソコンを用い、スライドで講義を行います。 

使用機材 パソコン、資料 

成績評価 定期試験(100%) 

留 意 点 

前期の生理学Ⅰで学んだ神経系などの動物性機能は理解したものとして、また解剖学も学ん

だものとして講義します。 

 一年生でまだ医学用語、解剖学的知識が不足していると思いますので、内容は理解できなく

ても前もって教科書を読んで、一度でいいので眼を通しておいてほしいと思います。 



                                                                

19 

 

科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
生理学Ⅲ（神経生理等） ２ １ 後期 

担当教員 

小林成人、片山優子、 

福代大輔、石倉健一、 

小原謙治 

実務経験 医療従事者として臨床業務に従事 

内 容 

脳神経系は運動や感覚、知・情・意などを司る極めて重要な役割を持ち、いわば身体の司令

塔である。 

収集された情報は中枢神経系で処理され、その伝達は末梢神経が担っている。神経系の疾

患や障害は人間が生活していく上で計り知れない影響を及ぼす。 

 脳解剖学は脳・脊髄などの中枢神経系と脊髄神経・脳神経・自律神経などの末梢神経系の構

造、形態を、脳生理学はそれらの機能を学ぶものであり、構造と機能は密接不可分の関係にあ

る。出来るだけ臨床に役立つ脳神経解剖学、脳神経生理学を学んでいただきたい。 

もし、脳の実物の病理解剖標本を病院で借りる機会があれば、昨年と同様にみんなと一緒に

見てみたい。 

 一方、脳神経外科学は主にメスを用いて生かし、脳神経系を治療するもので、その画像診断

や治療法の面でも最近は著しい進歩が見られ、常に新しい知識を吸収する必要がある。われわ

れが実際に経験した症例のスライドや手術ビデオなどを活用して視聴覚教育にも力を入れ、

PT・OT として、臨床に十分役立てるようにしたい。 

到達目標 
中枢神経系の機能について説明できる。 

末梢神経系の機能について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

心の座は脳に、生の営みと統合系、三つの皮質、大脳辺縁系、大脳新皮質の機能局在 

脳幹・脊髄系の機能（1） 1）脊髄反射 

脳幹・脊髄系の機能（2） 2）中脳、橋、延髄の反射 

脳幹・脊髄系の機能（3） 3）脳幹網様体と脳神経 

脳幹、脊髄系の機能（4） 4）視床・視床下部―脳下垂体系、ホルモン 

小脳と大脳基底核 

中枢伝達物質、脳波と睡眠、大脳誘発電位 

ことば、記憶 

総論  １）意識障害、２）頭蓋内圧亢進、３）髄膜刺激症状、４）運動障害 ５) 言語障害、６）嚥下障害、 

７)呼吸障害、８）排泄障害 

特殊検査法 

救急初期治療と手術法概論 

頭部外傷 

脳血管障害 

脳腫瘍、感染症、正常圧水頭症、脊髄疾患など 

人生における心・技・体（最終回） 

教 科 書 

参 考 書 

PT・OT 基礎から学ぶ生理学ノート / 医歯薬出版 

病気がみえる Vol.7 脳・神経 / メディックメディア 

オールカラーまるごと図解 神経の見かた/ 照林社 

授業方法 白板使用、教科書（レジメ）中心、ショートテストを行う。 

使用機材 パソコン（USB で復習）、ＤＶＤ、CD 

成績評価 試験重視。ショートテストも加味する。 

留 意 点 

 

 

新しいノートを準備すること 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 

生理学実習Ⅰ 

（神経・感覚・内分泌等） 
１ １ 前期 

担当教員 石倉 健一 実務経験 身体障害分野における臨床業務に従事した経験 

内 容 

神経系、感覚、内分泌・筋の機能について生理学Ⅰで学んだ内容を踏まえながらグループ学

習を行い、各自学習内容をレポートにまとめる。 

学習を通して、神経・感覚・内分泌・筋の機能に関する知識を深める方法を身に着ける。 

到達目標 

神経系の機能について説明できる。 

感覚系の機能について説明できる。 

内分泌系の機能と作用について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

細胞の構造とホメオスタシス 

細胞間情報伝達の一般論、静止電位・活動電位の成因 

神経系の基礎 

脊髄反射の経路、姿勢反射 

感覚① 

感覚② 

自律神経系 

脳（記憶と学習、情動） 

内分泌 

成長・生殖 

代謝と運動 

体温と運動 

骨格筋の構造と収縮 

心筋と平滑筋の構造と収縮 

骨生理 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「生理学」/岡田隆夫他/医学書院 

授業方法 講義、グループ学習、レポート作成 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 

生理学実習Ⅱ 

（循環・呼吸・消化等） 
１ １ 後期 

担当教員 小林 成人 実務経験 身体障害分野における臨床業務に従事した経験 

内 容 

循環・呼吸・消化・排尿の機能、加齢に伴う生理学的変化について生理学Ⅱで学んだ内容を

踏まえながらグループ学習を行い、各自学習内容をレポートにまとめる。 

学習を通して、循環・呼吸・消化・排尿の機能、加齢に伴う生理学的変化に関する知識を深め

る方法を身に着ける。 

到達目標 

循環系の機能について説明できる。 

呼吸系の機能について説明できる。 

消化系の機能について説明できる。 

排尿系の機能について説明できる。 

加齢による生理学的変化について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

循環系：血液と体液 

循環系：赤血球、白血球、血小板の構造と機能 

循環系：止血機能、血液型 

循環系：心臓の機能と解剖、電気的活動と心電図 

循環系：心拍出とその調整 

循環系：血管系の役割と調整 

呼吸系：呼吸器の機能と解剖 

呼吸系：肺胞内換気、アシドーシスとアルカローシス 

呼吸系：呼吸中枢の機能と調整 

消化系：消化管の構造と機能、栄養素の消化と吸収 

消化系：消化の調節因子と消化液の分泌 

消化系：消化管の運動と調整 

排尿系：腎の構造と機能 

排尿系：腎血流と体液の調節 

加齢の生理 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「生理学」/岡田隆夫他/医学書院 

授業方法 講義、グループ学習、レポート作成 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 

生理学実習Ⅲ 

（神経生理等） 
１ １ 後期 

担当教員 小原 謙治 実務経験 身体障害分野における臨床業務に従事した経験 

内 容 

神経系（中枢神経系、末梢神経系）の機能について生理学Ⅰで学んだ内容を踏まえながらグ

ループ学習を行い、各自学習内容をレポートにまとめる。 

学習を通して、神経系（中枢神経系、末梢神経系）の機能に関する知識を深める方法を身に

着ける。 

到達目標 
中枢神経系の機能について説明できる。 

末梢神経系の機能について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

大脳辺縁系、大脳新皮質の機能局在 

脊髄反射 

中脳・橋・延髄の反射 

脳幹網様体と脳神経 

視床・視床下部、脳下垂体系ホルモン 

小脳と大脳基底核 

中枢伝達物質、脳波と睡眠、大脳誘発電位 

ことば、記憶 

意識障害、運動障害、言語障害、嚥下障害、呼吸障害、排泄障害 

特殊検査法 

救急初期治療と手術法概論 

頭部外傷 

脳血管障害 

脳腫瘍、感染症、正常圧水頭症 

まとめ 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「生理学」/岡田隆夫他/医学書院 

授業方法 講義、グループ学習 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(100％) 

留 意 点  

 

 



                                                                

23 

 

科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
運動学Ⅰ（総論） 2 １ 前期 

担当教員 石倉 健一 実務経験 身体障害分野における臨床業務に従事した経験 

内 容 
人間は様々な活動（運動）を営むことができる生物ということを理解できるようになるため，人間

の活動（運動）を細分化し，その基本的な関節運動のメカニズムを学ぶ。 

到達目標 

関節運動のメカニズムについて理解する。  

① 筋・骨格系（運動器）の構造と機能について説明できる。 

② 関節の種類とその構成要素について説明できる。  

③ 四肢の関節運動のメカニズムについて説明できる。  

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

骨・軟骨の形状と特徴 

靭帯の構造と機能 

骨・関節の種類・構造・機能 

骨格筋の構造と機能 

筋の収縮様式 

関節運動と上肢筋① 

関節運動と上肢筋② 

関節運動と下肢筋① 

関節運動と下肢筋② 

運動器の構造と機能① 

運動器の構造と機能② 

上肢帯と上肢の運動① 

上肢帯と上肢の運動② 

下肢帯と下肢の運動① 

下肢帯と下肢の運動② 

教 科 書 

参 考 書 

1.石川朗、種村留美：理学療法・作業療法テキスト運動学，中山書店． 

2.中島雅美/中島喜代彦：PT・OT 基礎から学ぶ運動学ノート，医歯薬出版．  

3.配布資料 

授業方法 講義、スライドと配布資料中心に進める 

使用機材 スライド・パソコン・分解骨・骨標本・ホワイトボード・マーカー 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
運動学Ⅱ（各論） 2 １ 後期 

担当教員 石倉 健一 実務経験 一般病院、介護老人保健施設での臨床経験あり 

内 容 

人間の運動は主として筋肉の収縮力を原動力として骨格に伝達されている。 

人体の解剖学・生理学・力学的要素などを関連付けて身近な姿勢・運動・動作・行為・活動に

ついて学ぶ。 

到達目標 

身体の運動・動作の基礎知識を身につけ、動作分析について理解する。 

① ヒトの運動・動作について説明することができる。 

② 静的・動的姿勢について説明することができる。 

基本動作のメカニズムについて理解する。 

①基本動作の種類（寝返り，起き上がり，立ち上がり，歩行）について説明できる。  

②基本動作のメカニズムについて説明できる。  

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

バイオメカニクス 

てこと身体運動 

姿勢(重心線と安定性) 

姿勢(姿勢と重心位置・支持基底面の関係) 

体幹・顔面・頭頸部の運動① 

体幹・顔面・頭頸部の運動② 

寝返り動作の分析 

起き上がり動作の分析 

起き上がり動作の分析 

立ち上がり動作の分析 

立ち上がり動作の分析 

歩行(歩行速度・歩幅・歩行率) 

歩行(歩行周期・歩行時の関節の動き) 

演習(歩行) 

運動と動作の分析 

教 科 書 

参 考 書 

1.石川朗、種村留美：理学療法・作業療法テキスト運動学，中山書店． 

2.中島雅美/中島喜代彦：PT・OT 基礎から学ぶ運動学ノート，医歯薬出版．  

3.配布資料 

授業方法 講義・演習 

使用機材 スライド・パソコン・配布資料 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
人体の構造と機能 

及び心身の発達 
人間発達学 ２ １ 後期 

担当教員 鮫島 一雄 実務経験 

医療法人慈恵会 神戸総合医療専門学校で 

専任教員として勤務    

財団法人兵庫県心身障害児福祉協会等で         

理学療法士として臨床経験あり                    

内 容 

① 発達過程を人間が有機的成長・成熟と学習によって環境によりよく適応し、心理的、精神的

機能を統合していく過程としてとらえ、胎児期～高齢期においての発達についての理解を

目指す。 

② ライフステージにおける発達過程と取り組んでいる課題を理解し、各課題間の相互関係を考

える力を身につける。人を生活の中でとらえ、家族の生活、役割を知る。                                        

到達目標 

① 受精のメカニズムについて説明できる。 

② 胎児の発達過程での機能・形態的変化について説明できる。 

③ 乳・幼児期における運動・精神・言語発達について説明できる。 

④ 小児期における運動・精神・言語発達について説明できる。 

⑤ 青年期における身体構造、生理機能、心理・社会的変化について説明できる。 

⑥ 成人期における身体構造、生理機能、心理・社会的変化について説明できる。 

⑦ 老年期における身体構造、に生理機能、心理・社会的変化ついて説明できる。 

⑧ 第 1 次性徴・第２次性徴について説明できる。 

⑨ 発達過程における性差について説明できる。 

⑩ ライフイベントの性差について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

人間発達とは（発達概念の歴史的変遷、発達理論、姿勢反射・反応の発達） 

人間発達の各機能の発達（総論） 

発達①胎児～2か月（粗大運動、上肢機能、言語、視覚機能の発達、姿勢反射・反応） 

発達②3 か月～5か月 

発達③6か月～9か月 

発達④10 か月～12 か月 

発達⑤13 か月～18 か月、1 歳後半～6歳半 

発達⑥遊びの発達 

上肢機能・ハンドスキルの発達 

視覚・眼球運動、知覚・認知機能の発達 

言語・コミュニケーションの発達 

心理・社会性の発達 

食事動作の発達 

排泄動作・更衣、整容動作の発達 

ライフステージにおける家庭と社会の役割、生活活動の発達過程と取り組んでいる課題 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 「人間発達学」電子版/岩﨑清隆/医学書院 

授業方法 講義、演習、グループワーク、必要に応じて実技 

使用機材 パソコン、プロジェクター、配布資料等 

成績評価 定期試験、授業態度、出席等総合的に評価する 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
疾病と障害の成り立ち 

及び回復過程の促進 
内科学 ２ １ 後期 

担当教員 

山田 稔 、河野 通盛、三浦 将彦 、    

芦田 泰之 、太田 哲郎 、小西 龍也、  

龍河 敏行 、瀨島  建裕 、佐々木 基史 

実務経験 医師として病院にて勤務経験あり 

内 容 内科疾患の基礎となる病因やその特徴を知り、治療法を理解する。 

到達目標 

① 疫学，予後について説明できる。 

② 病因，症候について説明できる。 

③ 評価，検査（画像・生理検査を含む），診断について説明できる。 

④ リハビリテーション医療について説明できる。 

⑤ その他の治療について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

病因論、中毒 

老年期疾患 

感染症 

消化管疾患 

肝胆膵疾患 

内科学総論、医学の歴史 

血液・造血器疾患 

内科的診断と治療 

症候学 

循環器疾患 

免疫不全、アレルギー等 

呼吸器疾患 

腎・泌尿器疾患 

代謝性疾患 

内分泌疾患 

山田 稔 

山田 稔 

山田 稔 

山田 稔 

山田 稔 

河野 通盛 

三浦 将彦 

芦田 泰之 

芦田 泰之 

太田 哲郎 

小西 龍也 

龍河 敏行 

瀨島 健裕 

佐々木 基史 

佐々木 基史 

教 科 書 

参 考 書 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 内科学 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 病理学 

授業方法 講義 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
疾病と障害の成り立ち 

及び回復過程の促進 
臨床心理学 ２ １ 後期 

担当教員 荒川 ゆかり 実務経験 
臨床心理士、公認心理師としてスクールカウンセラ

ーなどに従事 

内 容 

対人援助の仕事において、一人の人間を理解するのに臨床心理学の知識の習得は不可欠なも

のである。臨床心理学は、その人がその人らしく生きていくための心理学的援助であり、これを

理論的、実践的に研究する学問である。そこで講義の中に実践的な実習をおりまぜて、自己洞

察、他者への理解を深め、現場に役立つ臨床的センスを身につけることを目標とする。 

到達目標 

① 歴史について説明できる。 

② 防衛機制と転移について説明できる。 

③ 学習，記憶，行動について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

臨床心理学の概論 

おもな人格理論 

〃 

アセスメント 

〃 

〃 

おもな技法 

〃 

〃 

〃 

心の病い 

〃 

領域 

グループワーク 

まとめ 

教 科 書 

参 考 書 
心とかかわる臨床心理／川瀬 正裕  松本 真理子  松本 英夫 著 ／ナカニシヤ出版 

授業方法 講義、演習 

使用機材 ホワイトボード、各種検査道具 

成績評価 体験学習が多いため出席を重視します。 

留 意 点  

 



                                                                

28 

 

科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
疾病と障害の成り立ち 

及び回復過程の促進 
病理学概論 ２ １ 後期 

担当教員 吉田 学 実務経験 医師として病院にて実務経験あり。 

内 容 

病理学は、病気に侵された臓器の肉眼像、顕微鏡像をとおして、病気の原因、成り立ちを学ぶ

学問です。さまざまな病気の名前とその病気に特徴的な臓器の変化（肉眼像、顕微鏡像）が結

び付けられるようトレーニングしていきます。 

到達目標 

① 病因論（内因・外因を含む）について説明できる。 

② 病理学的変化（血行障害，進行性・退行性病変，炎症・感染・免疫・アレルギー， 

腫瘍・新生物，奇形・遺伝を含む）について説明できる。 

③ 生体反応（ホメオスターシス，ストレス）について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

病理学で学ぶこと、病理学に必要な解剖学 

進行性病変、退行性病変  

代謝障害 

循環障害 

免疫 

炎症 

感染症 

腫瘍 

先天異常・奇形 

各論 循環器 

各論 呼吸器 

各論 消化器 

各論 神経系 

各論 運動器 

各論 泌尿器 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 病理学 

授業方法 講義 

使用機材 ＰＣ、ビデオ 

成績評価 授業態度及び試験 

留 意 点 解剖学や内科学の知識も必要となります。必ず予習、復習をしましょう。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
疾病と障害の成り立ち 

及び回復過程の促進 
小児科学 ２ １ 後期 

担当教員 田中 雄二 実務経験 医師として病院にて実務経験あり。 

内 容 

理学・作業療法の対象となる可能性の高い神経・筋・骨系疾患とそれと関連の深い新生児・未

熟児疾患や先天異常、遺伝病を中心に講義する。 また、対象児が上記以外の疾病を併せ持

つことは稀ではなく、将来、小児に接する上で必要な色々な病状や病態についても概説する。 

到達目標 

① 疫学，予後について説明できる。 

② 病因，症候について説明できる。 

③ 評価，検査（画像・生理検査を含む），診断について説明できる。 

④ リハビリテーション医療について説明できる。 

⑤ その他の治療について説明できる。 

⑥ 小児の障害の一般的疾患について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

小児科学概論、診断と治療の概要 

新生児・未熟児疾患 

同上 

先天異常と遺伝病 

同上 

神経・筋・骨系疾患 

同上 

同上 

循環器疾患 

呼吸器疾患、感染症 

感染症、消化器疾患 

内分泌・代謝疾患、血液疾患 

免疫・アレルギー疾患、膠原病 

腫瘍性疾患、腎・泌尿器、生殖器疾患 

心身症・神経症、重症心身障害児、眼科・耳鼻科的疾患 

教 科 書 

参 考 書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野「小児科学」（医学書院） 

授業方法 講義 

使用機材 適宜，パソコンによるスライド提示，プリント配布を行う 

成績評価 試験を重視する 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門基礎分野 
保健医療福祉と 

リハビリテーションの理念 
リハビリテーション概論 ２ １ 前期 

担当教員 

関 龍太郎、片山 優子、

安平 光一郎、小林成人、

石倉 健一 

実務経験 

医師として病院での実務経験あり。また保健所長を

歴任し様々な事業に携わる。作業療法士及び理学

療法士として病院での臨床経験あり 

内 容 

リハビリテーション概論の講義は、現代社会において、平均寿命および健康寿命を延伸するに

必要な「リハビリテーション」について総括的に理解を深めるとともに、専門職として「医の倫理」

について理解を一層深めることを目的としたものです。リハビリテーションの目的、過程、評価に

ついての基本的方法論を理解することを、講義の到達目標としています。 

病気にはまだまだ原因不明のものが多くあります。また、ひとりだけで守れない病気が数多くあり

ます。予防すること、早期発見、早期対応は大切です。一次予防、二次予防、三次予防のポイ

ントはどこにあるのでしょう。また、気をつけても、事故にあったり病気になることもあります。リハ医

学、介護予防は、ある時点からの人間としての復権を目指し努力するものです。私は「リハビリテ

ーション概論」の目的、過程、評価、リハビリテーションを支える社会保障制度を中心として講義

します。 

到達目標 

① 健康の定義について説明できる。 

② 健康に関連する概念の定義について説明できる。 

③ 人の健康行動を理解するために基礎となる理論について説明できる。 

④ 健康の社会的決定要因について説明できる。 

⑤ 対象者の人権を擁護する手段・方法（インフォームド・コンセント等）について説明できる。 

⑥ 多職種連携の意義を説明できる。 

⑦ 他の職種の役割を説明できる。 

⑧ 保健・医療・福祉における多職種連携のあり方を具体的に説明できる。 

⑨ 様々な人々との協働を通して、保健・医療・福祉の諸課題に対処できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

リハビリテーションとは 

リハビリテーションと疾病 

障害について 病気と障害 ICF 

ICF について 

ライフサイクルについて 

ノーマライゼーションについて 

障害者の心理適応について 

リハビリテーションの段階 

リハビリテーションの過程(評価とプログラム)・チームアプローチを含む 

リハビリテーションの過程(リハの手段) 

疾患概要（身体障害分野） 

疾患概要(精神障害分野) 

日本の医療制度と社会保障制度 

介護保険 

障害者総合支援法 

 

教 科 書 

参 考 書 
教科書：入門リハビリテーション概論 

授業方法 講義、グループワーク（各自ノートを持参） 

使用機材 疾病の予防、リハビリテーションに関連のあるビデオ、パワーポイントを使用 

成績評価 定期試験 

留 意 点 
各学校の定期試験、国家試験には、医療法、身分法等の法律的なこと、公衆衛生、健康の定義

等、定説になったこと、近年話題になっている医療情勢、数字的なことがよく出ています。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門分野 基礎作業療法学 作業療法概論Ⅰ(定義、歴史等) ２ １ 前期 

担当教員 石倉 健一 実務経験 作業療法士として病院での臨床経験あり 

内 容 

本講義では作業療法の全体像を把握できるように、まず、作業療法の体系や機能を歴史的

発展過程の中で捉えたうえで、現時点における医療や保健福祉における作業療法の役割と今

後の展望について概説する。 

到達目標 

① 作業療法の定義について説明できる。 

② 作業療法の歴史について説明できる。 

③ 作業療法の領域と対象について説明できる。 

④ 作業療法の教育体系について説明できる。 

⑤ 理学療法士法及び作業療法士法について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

オリエンテーション 作業とは 

作業療法士の活動の場、作業療法実践の概要 

作業療法の定義、理学療法士・作業療法士法、作業療法ガイドライン 

作業の定義、作業の分類、ライフステージと作業、環境－健康-作業 

世界の作業療法、日本の作業療法、WFOT 

障害の理解(ICF) 

作業療法の原理、作業療法の理論 

作業療法の歴史①（リハビリテーション医療の歴史） 

作業療法の歴史⓶（日本の作業療法と世界の作業療法の歴史） 

作業療法の流れ 

作業療法評価計画 

作業療法計画と作業療法 

研究の意義、研究様式、研究実行、研究倫理 

関連職種(理学療法について) 

まとめ 

教 科 書 

参 考 書 
作業療法学全書[改訂第３版] 第１巻 作業療法概論；社団法人日本作業療法士会 監修 

授業方法 講義、グループワーク、その他 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験(80％)、レポート課題(20％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門分野 基礎作業療法学 
作業療法概論Ⅱ 

(各分野の治療学・倫理等) 
２ １ 後期 

担当教員 福代大輔 実務経験 作業療法士として病院での臨床経験あり 

内 容 

本授業では作業療法の全体像を把握できるように、作業療法の体系や機能を時代、社会背

景の変化に応じた医療、保健、福祉の中で作業療法の役割を概説し、代表的な作業療法の対

象領域についての初歩的な知識を習得する。 

到達目標 

① 作業療法のプロセスについて説明できる。 

② 作業療法の実践について説明できる。 

③ コンプライアンス・法令違反について説明できる。 

④ ハラスメントについて説明できる。 

⑤ 個人情報保護法について説明できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

作業療法とは 

作業療法の対象 

作業療法の実際①（作業療法の理論） 

作業療法の実際②（領域別作業療法の実際） 

作業療法の実際③（圏域別作業療法の実際） 

作業療法の実際④（急性期・回復期の作業療法の実際） 

作業療法の実際⑤（維持期・終末期の作業療法の実際） 

作業療法過程①（処方、情報収集、評価計画・実施） 

作業療法過程②（作業療法計画・実施、再評価・フォローアップ） 

作業療法の管理運営①（組織、目的、機能・役割） 

作業療法の管理運営②（組織の構成、部門管理） 

職業人の倫理 

リハビリテーション多職種への理解① 

リハビリテーション多職種への理解② 

リハビリテーション多職種への理解③ 

教 科 書 

参 考 書 
作業療法学全書[改訂第３版] 第１巻 作業療法概論；社団法人日本作業療法士会 監修 

授業方法 講義、グループワーク 

使用機材 パソコン、プロジェクター、その他 

成績評価 定期試験 100％ 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門分野 基礎作業療法学 基礎作業学Ⅰ（総論） ２ １ 前期 

担当教員 福代 大輔 実務経験 作業療法士として病院での臨床経験あり 

内 容 
作業療法の治療手段である「作業」について理解を深め、基礎的な作業（活動）分析方法、活

動の治療的応用法を習得する。 

到達目標 

① 作業について説明できる。 

② 作業と運動生理機能との関係について説明できる。 

③ 作業と心理機能との関係について説明できる。 

④ ライフステージと作業について説明できる。 

⑤ 作業分析について説明できる。 

⑥ 代表的な作業についての手順が説明できる。 

⑦ 代表的な作業の指導ができる。 

⑧ 代表的な作業の作業分析ができる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

オリエンテーション・基礎作業学の定義① 

作業療法と作業について 

作業分析の理論と方法 精神機能的理解 

作業分析の理論と方法 精神機能的理解 

作業分析の理論と方法 身体機能的理解 

作業分析の理論と方法 身体機能的理解 

作業分析の理論と方法 発達学的理解 

作業分析の理論と方法 人間関係学的理解 

作業分析の理論と方法 作業遂行の包括的理解 

作業療法の包括的理解① カナダ作業遂行モデル、人間作業モデル、作業科学 

作業療法の包括的理解② 演習 

作業の治療的応用にための基本理論 学習 

作業の治療的応用にための基本理論 教育 

包括的作業分析の実際① 

包括的作業分析の実際② 

教 科 書 

参 考 書 
作業療法学全書 改訂第 3版 基礎作業学、配布資料 

授業方法 講義、演習 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 定期試験 100％ 

留 意 点 

私たち作業療法士は「作業」を通して治療を行います。 

この 「作業 」 を通して治療を行い、患者様の生活にアプローチしていきます 。                       

「作業」について楽しく理解を深めましょう。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門分野 基礎作業療法学 基礎作業実習 １ １ 後期 

担当教員 石田 充弘 片山 優子 実務経験 
陶芸家 

作業療法士として臨床業務に従事 

内 容 

・作業療法で実際に用いられる作業種目を経験し、基礎技術を学習する 

・作業における運動機能、知覚、認知機能、交流・コミュニケーション、リスク管理等から、 

心身に対する治療意義を考察する 

到達目標 

① 作業について説明できる。 

② 作業と運動生理機能との関係について説明できる。 

③ 作業と心理機能との関係について説明できる。 

④ ライフステージと作業について説明できる。 

⑤ 作業分析について説明できる。 

⑥ 代表的な作業についての手順が説明できる。 

⑦ 代表的な作業の指導ができる。 

⑧ 代表的な作業の作業分析ができる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

陶芸 

革細工 

革細工 

革細工 

革細工 

革細工 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

石田 充弘 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

片山 優子 

教 科 書 

参 考 書 
作業 - その治療的応用 

授業方法 講義、実習 

使用機材 パソコン、プロジェクター 

成績評価 
定期試験 90％ 

提出物（レポート、各作品提出）10％ 

留 意 点 

 汚れてもよい服装、エプロンなど、タオル 

 初回に雑巾を持参（1 人 1枚） 

 作品の手順や作成することによる意義を考察してみましょう。また、自分のみでなく周りの人

の動きや関わりにも注目してみましょう。 

 ※毎回、講義終了後に作業実習室の清掃を行います。 
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門分野 作業療法評価学 作業療法評価法Ⅰ １ １ 前期 

担当教員 
福代 大輔  小林 成人 

石倉 健一 
実務経験 作業療法士として臨床業務に従事 

内 容 

作業療法評価の意義と目的について学ぶ。 

バイタルサイン測定、意識レベル、関節可動域測定、筋力検査、バランス検査について、講

義と実技を行う。 

到達目標 

作業療法評価の意義と目的について説明できる。 

バイタルサイン測定について説明・模擬実施できる。 

意識レベルについて説明・模擬実施できる。 

関節可動域測定について説明・模擬実施できる。 

筋力検査について説明・模擬できる。 

バランス検査について説明・模擬できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

作業療法評価の意義と目的 

バイタルサイン測定・意識レベル 

関節可動域測定① 

関節可動域測定② 

関節可動域測定③ 

関節可動域測定④ 

関節可動域測定⑤ 

関節可動域測定⑥ 

関節可動域測定⑦ 

筋力検査①握力・ピンチ力 

筋力検査②徒手筋力検査① 

筋力検査③徒手筋力検査② 

筋力検査④徒手筋力検査③ 

筋力検査⑤徒手筋力検査④ 

筋力検査⑥徒手筋力検査⑤ 

筋力検査⑦徒手筋力検査⑥ 

筋力検査⑧徒手筋力検査⑦ 

筋力検査⑨徒手筋力検査⑧ 

バランス検査① 

バランス検査② 

バランス検査③ 

石倉 健一 

石倉 健一 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

石倉 健一 

石倉 健一 

石倉 健一 

小林 成人 

小林 成人 

小林 成人 

小林 成人 

小林 成人 

小林 成人 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

教 科 書 

参 考 書 

標準作業療法学専門分野 作業療法評価学，第 3版，医学書院． 

新・徒手筋力検査法 原著第 10版 

運動療法のための機能解剖学的触診技術 上肢     メジカルビュー社 

運動療法のための機能解剖学的触診技術 下肢・体幹 メジカルビュー社 

潮見泰藏，下田信明：リハビリテーション基礎評価学，第 1版，羊土社． 

授業方法 講義 実技 

使用機材 パソコン、プロジェクター、角度計、メジャー、バランス計 

成績評価 定期試験(80%)、実技試験(20％) 

留 意 点  
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科目区分 教育内容 科 目 名 単位 学年 時期 

専門分野 作業療法評価学 作業療法評価法Ⅱ １ １ 後期 

担当教員 小原 謙治  福代 大輔 実務経験 作業療法士として臨床業務に従事 

内 容 

身体機能評価の形態測定と運動器障害を生じる代表疾患（脊髄損傷、末梢神経損傷、関節

リウマチ、骨関節疾患、手外科、熱傷）に対する基本的な作業療法評価について、講義と実技

を行う。 

到達目標 

形態測定について説明・模擬できる。 

脊髄損傷評価について説明・模擬できる。 

末梢神経損傷評価について説明・模擬できる。 

関節リウマチ評価について説明・模擬できる。 

骨関節疾患評価について説明・模擬できる。 

手外科評価について説明・模擬できる。 

熱傷評価について説明・模擬できる。 

授業計画 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

形態測定 

脊髄損傷の概要 

脊髄損傷の評価① 

脊髄損傷の評価② 

末梢神経損傷の概要 

末梢神経損傷の評価① 

末梢神経損傷の評価② 

末梢神経損傷の評価③ 

関節リウマチの概要 

関節リウマチの評価① 

関節リウマチの評価② 

骨関節疾患の概要 

骨関節疾患の評価① 

骨関節疾患の評価② 

骨関節疾患の評価③ 

手外科の概要 

手外科の評価① 

手外科の評価② 

熱傷の概要 

熱傷の評価① 

熱傷の評価② 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

福代 大輔 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

小原 謙治 

教 科 書 

参 考 書 
標準作業療法学専門分野 作業療法評価学，第 3版，医学書院． 

授業方法 講義、実技 

使用機材 パソコン、プロジェクター、メジャー、各種検査道具 

成績評価 定期試験(80％) 実技試験(20％) 

留 意 点  

 


